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校 長 梅田 幸助

早いもので１２月。師走となりました。１１月の末にPTA評議員会が開かれ、学校か
らは冬休みの生活について取り上げましたが、お小遣いやお年玉など、子どもたちが
「お金」を手にする機会が増えるこの時期。改めて「お金」の大切さを理解させるうえで、
ご家庭でも次のことをご指導くださるようお願いをいたしました。
①「お金」はお家の方が一生懸命に働いて、やっと得た「大切なもの」であること。
②お小遣いと言えども、その「お金」はお家の方が働いて得たものであるから、勝手に
おごったり、おごってもらったりしないこと。また、お家の方がお小遣いを何に使っ
たのかがわかるようにすること。

③「お金は大切なもの」であるからこそ、買う前に本当に必要な物かをよく考える
こと。特に、高額な物はお家の人とよく相談して購入するかどうかを決めること。

クレジットやキャッシュレス化がますます進み、簡単に物を購入できるこれからの時代
だからこそ、正しい価値観を育てていきたいものですね。

先日、授業参観を開催しましたところ、ご多用の中にもか
かわらず、多くの保護者の方に足を運んでいただき、誠にあ
りがとうございました。子どもたちも久しぶりの授業参観を
心待ちにしていたようで、テンションも高く、「今日は絶対
発表したい！」と張り切って話してくる子もいました。
お子さんの様子はいかがだったでしょうか。


